
ツ
レ

佐
野
　
玄
宜

〃

ワ
キ
ツ
レ

吉
田
　
祐
一

野
口
　
琢
弘

〃

ワ
キ
ツ
レ

梅
村
　
昌
功

大
日
方
　
寛

太
鼓

小
野
寺
竜
一

内
藤
　
飛
能

金
森
　
良
充

殿
田
　
謙
吉

辰
巳
　
和
磨

木
谷
　
哲
也

清
水
　
和
音

大
倉
慶
乃
助

亀
井
　
雄
二

大
友
　
　
順

野
月
　
　
聡

小
倉
伸
二
郎

澤
田
　
晃
良

澤
田
　
宏
司

辰
巳
満
次
郎

藤
井
　
雅
之

髙
橋
　
　
亘

野
村
　
遼
太

笛
太
鼓

熊
本
俊
太
郎

佐

野

　
玄

宜

加

茂

物

狂

石

橋

藪
　
　
克
徳

今
井
　
泰
行

佐
野
　
由
於

水
上
　
　
優

大
川
　
典
良

金

森

　
良

充

ツ
レ

　

辰
巳
和
磨

金

井

　
賢

郎

俊

成

忠

度

　
　
　
　

演
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能
「

志
賀
」
（

し
が
）

当
今
に
仕
え
る
臣
下
が
、

桜
の
盛
り
を
見
よ
う

と
志
賀
の
山
越
え
に
か
か
る
と
、

薪
に
花
を
添

え
花
の
陰
に
休
む
老
人
と
男
に
出
会
い
ま
す
。

臣
下
は
風
流
な
老
人
に
言
葉
を
掛
け
、

卑
し
き

山
人
の
そ
の
風
情
を
褒
め
ま
す
。

そ
れ
に
答
え

老
人
は
和
歌
の
徳
な
ど
を
語
り
、

何
と
な
く
大

伴
黒
主
の
名
を
仄
め
か
し
て
消
え
去
り
ま
す

が
、

臣
下
が
桜
の
下
に
臥
し
て
い
る
と
、

夢
中

に
大
伴
黒
主
が
神
と
な
っ

て
現
れ
、

夜
神
楽
を

奏
し
颯
爽
と
神
舞
を
舞
い
ま
す
。

　
狂
言
「

文
荷
」
（

ふ
み
に
な
い
）

太
郎
冠
者
と
次
郎
冠
者
は
、

主
人
か
ら
少
人

（

稚
児
）

に
宛
て
た
恋
文
を
届
け
る
よ
う
命
じ

ら
れ
ま
す
。

二
人
は
道
々
文
を
押
し
付
け
合
い

ま
す
が
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
の
で
文
を
竹
竿

に
結
び
二
人
で
担
ぐ
こ
と
に
し
ま
す
。

能
『

恋

重
荷
』

の
一
節
を
謡
い
な
が
ら
運
ん
で
い
く

と
、

何
故
か
文
が
重
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

中
身

の
気
に
な
る
二
人
は
、

と
う
と
う
文
を
開
け
て

し
ま
い
…
。

 
能
「

巴
」
（

と
も
え
）

木
曽
か
ら
や
っ

て
来
た
僧
は
粟
津
ヶ

原
で
女
に

出
会
い
ま
す
。

僧
が
声
を
か
け
る
と
、

女
は
僧

が
木
曽
か
ら
来
た
こ
と
を
知
り
、

こ
こ
は
木
曽

義
仲
が
最
後
に
自
害
し
た
場
所
な
の
で
、

祀
ら

れ
て
い
る
義
仲
に
一
緒
に
手
を
合
わ
せ
て
欲
し

い
と
頼
み
ま
す
。

夕
暮
れ
が
近
づ
き
、

僧
に
感

謝
し
つ
つ
女
は
去
っ

て
行
き
ま
す
が
、

夜
に
な

り
、

今
度
は
甲
冑
姿
で
長
刀
を
手
に
現
れ
ま

す
。

女
は
巴
御
前
の
霊
と
名
乗
り
、

義
仲
の
最

後
と
自
分
の
戦
い
を
見
せ
、

義
仲
の
命
令
で
木

曽
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
恨
み
を
述
べ
ま

す
。

　
能
「

小
塩
」
（

お
し
お
）

春
の
大
原
山
に
花
を
見
に
来
た
男
は
桜
の
枝
を

掲
げ
た
風
流
な
老
人
に
会
い
ま
す
。

老
人
は
昔

を
思
い
出
し
て
大
原
山
の
桜
を
愛
で
、

神
代
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
と
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

男

は
不
審
に
思
い
そ
の
事
を
尋
ね
る
と
、

老
人
は

昔
二
条
の
后
が
大
原
山
に
花
見
に
訪
れ
た
際
、

同
行
し
て
い
た
在
原
業
平
が
、

后
に
秘
め
た
る

恋
心
を
神
代
の
事
と
し
て
歌
を
詠
ん
だ
事
な
ど

を
語
り
、

夕
暮
れ
時
に
な
っ

て
そ
の
姿
は
人
ご

み
に
紛
れ
て
消
え
失
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の

夜
あ
り
し
日
の
業
平
が
優
雅
な
姿
で
現
れ
、

花

の
下
で
典
雅
な
舞
を
舞
い
ま
す
。
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